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企画・運営業務委託事業者プロポーザル選考　応募概要
Ⅰ 開催概要
１　名称：大田区加工技術展示商談会2026
２　会期：令和８年９月11日(金) 10:00～17:00
３　開催場所：大田区産業プラザ(PiO)　東京都大田区南蒲田１丁目２０−２０
４　主催(予定)：大田区、(一社)大田工業連合会、（公財)大田区産業振興協会
５ 後援(予定)：（一社）日本能率協会
６　展示会概要
当展示会は、大田区内の製造事業者の過半数を占める中小加工業者の優れた技術力に焦点を当て、その技術力を全国にアピールすると共に、出展者の新規取引先開拓や取引促進の機会に繋げる展示会です。目的を持って来場される大手企業の技術者や専門家が多いことから、展示会場では課題解決を目指して、より専門的な技術相談や商談を行う場として賑わいを見せています。
７　会場
　　（１）大田区産業プラザ　１階　大展示ホール(展示商談会会場)
　　（２）大田区産業プラザ　２階　小展示ホール（商談ブース等）
８　出展対象者
「加工技術」をテーマに出展可能な大田区に事業所を有する中小企業
９　予定来場者数等
　　（１） 約1,500人　　
　　（２）入場料：無料　(事前登録制)
10　開催規模　小間数(予定)
　　　大展示ホール(約1,600㎡）　
一般小間：102小間程度
11　全体スケジュール（予定）
	　　（１）出展募集受付開始　令和８年 ３月中旬から
 　　（２）出展募集締切　　　令和８年 ４月末
 　　（３）出展者説明会	　　令和８年 ６月24日(水)
 　　（４）設営・搬入	令和８年 ９月９日(水)
　 　（５）出展者搬入対応　　令和８年 ９月10日(木) 
 　　（６）会期・時間	令和８年 ９月11日(金)10時 ～ 17時
 　　（７）搬出・撤収	令和８年 ９月11日(金)17時 ～ 20時

Ⅱ　委託決定までの手順
１　委託内容
　「大田区加工技術展示商談会2026」企画・運営業務委託（詳細は別紙②要求仕様書参照）
　　※会場の警備業務は大田区産業振興協会が自ら選定した警備業者と直接契約をします。
　　　上記警備業者との連携及び調整の上、業務の履行に当たってください。
２　プロポーザル選考の流れについて
（１）第1次審査（書類審査）
　　　①提出資料により選考いたします。
②提出資料：以下のア～ウの書類をご提出ください。
※提出資料は、理由を問わず返却いたしません。
※当協会が必要と認める場合は、追加資料の提出を求めることがあります。

　　　　
ア 企画提案書
　　　　　下記の内容について別紙「要求仕様書」を参考にA４横の資料10ページ程度で
作成してください。
・企画コンセプト、PR用キービジュアル、会場レイアウト・小間装飾　
・ターゲット層（研究・開発・設計・資材・購買・調達・製造）を集客するための方策
・出展者の案件獲得に寄与する取組等
・工程計画・SDGs（特に環境面）への取組み等
 　※契約時の仕様書の内容は両者で協議し、決定します。
　　　　イ 見積書（内訳明細書含む）
　　　　　 ※別紙「見積書参考様式」を参照し作成をしてください。
           ※上限金額19,470,000円（税込み）
　ウ 会社概要（資本金、従業員数、事業内容等が分かるもの）
③提出方法及び期限
当協会ホームページ内の申込フォームよりお申込み下さい。
資料のご提出につきましては、以下の手順にてお願いいたします。
・申込フォームを送信（令和８年２月20日（金）17時まで）
・届いた確認メール内のURLにアクセス
・提出資料をアップロード（令和８年２月27日（金）正午まで）
　　　④結果通知：令和８年３月13日(金)予定（第２次審査の時間もご連絡します）。
（２） 第２次審査（プレゼンテーション・ヒアリング）
　　　① 開 催 日：令和８年３月24日(火)予定
　　　② 時  　間：未　定 （午後を予定しています）
　　　　※プレゼンテーション：10分程度、質疑：15分程度 (1社あたり計25分程度)
　　　　　プレゼンテーションは、本委託の主担当者が行うものとします。
　　　　　質疑対応はこの限りではありません。
　　 ※プレゼンテーションでは提案書の内容を改めて説明頂く必要はございません。
自社の強みや優位性、他社との違いを中心にご説明いただくようにお願いいたします。
　　　③ 場  　所：大田区産業プラザ（PiO）
　　　④ 提出資料：特にありません。
　　　⑤ 選考方法：選考委員がプレゼンテーションをもとに採点します。

Ⅲ　審査項目
（1）企画コンセプト、PR用キービジュアル、会場レイアウト・小間装飾
・提案内容は本展示会の主旨を理解し、出展者及び来場者にとって魅力的なものであるか
・提案内容に熱意や独創性が見られるか（仕様+αの提案など）
・来場者の導線に配慮した場内回遊、効率的な誘導に適した動線計画がなされているか		
（2）ターゲット層（研究・開発・設計・資材・購買・調達・製造）を集客するための方策
・ターゲット層を集客することにつながる魅力が感じられるか
・広報に使用する媒体や方法の選定理由に説得力があるか			
（3）出展者の商談案件獲得に寄与する取組等
・提案内容に熱意や独創性が見られるか
・取組の手法が案件の獲得につながると思えるか			
（4）工程計画・SDGs（特に環境面）への取組み等
・印刷物及びwebサイトのデザイン等の納期が適切であるか
・SDGs（特に環境面）に寄与する取り組みがあるか			
（5）その他、資本金、営業年数など信頼できる企業であるか等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


Ⅳ　その他
・プロポーザル全般にかかる経費については、各企業の負担とします。
・委託契約内容は委託者と受託者との協議によるものとします。
・支払条件は、事業完了後(報告書の提出)の一括払いとします。
・プロポーザルに基づき契約した内容であっても、委託者と受託者との協議により内容を変更する場合が
あります。契約金額の変更を伴う場合は、委託者と受託者との協議により決定します。
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